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とは周知の事実である。現在 も,農 薬 製造 に関わる研究機 関において,人 間および環境 に優 しい農薬の
開発 のための努力が続 けられている。
本研 究では,哺 乳動物 に対す る毒性が比較的低 く,ま た環境 申での分解 ・無害化 も比較的容易 なカー
バ メー ト系農薬,お よび従来の合成農薬 による害虫防除法 を補完す る役割 が期待 されている昆虫 フェロ
モ ンについて,有 機合成化学的研究 を展開 している。第一章では,カ ーバ メー ト構造の酸素 および窒素
原子 に様 々な置換基 を導入 し,ラ イ麦の発芽お よび発根 に対す る抑制効果 について比較検討 してい る。
その結果,カ ーバ メー ト官能基の酸素原子 とその酸素原子 に結合 したω一フェニルアルキルの フ手ニル基
との距離が活性の発現 に重要であることを見 出 した。 また,窒 素原子 の置換基 として,従 来の農薬 の基
本骨格 には前例のないフェニルチオメチル基 を導入 した場合 に,従 来の市販農薬 に匹敵す る発芽お よび
発根抑制効果 が現乳ることを発見 し,除 草剤 と しての開発 のための詳細 な研究の段階に入 っている。第
二章では第一章 と同 じく,カ ーバ メー ト構造の酸素お よび窒素原子 に様々 な置換基 を導入 し,ア ズ キゾ
ウムシに対す る殺 虫効果 を調べ ている。窒素原子 の置換基 として,フ ェニル基,電 子吸引基 お よび電子
供与基 を持つフェニル基,菊 酸から誘導 したシクロプロパ ン化合物等,ま た,酸 素原子の置換基 としては,
フェニル基,ω一フェニルアルキル基,そ のフェニル基に様 々な電子吸引お よび電子供与基 を導入 した置
換基,な らびに菊酸か ら誘導 されるシクロプロプロパン化合物等 を導入 して,活 性 の評価 を行 ってい る。
その結果,窒 素原子の置換基が フェニル基であ り,か つ酸素原子の置換基が3一フェニルプロピル基であ
るカーバ メー ト,お よび窒素原子の置換基がp一クロロフェニル基であ り,か つ酸素原子の置換基が3一
(ρ一ethoxyphenyl)propyl基である場合 に若干の殺 虫活性 を見出 してい る。第三章 では,ト ゲシラホシ
カ メム シの推定性 フェロモ ンであ る(Z)一eκo一α一bergamotenalのラセ ミ体 の合成 を行 ってい る。
㎞esicacidを原料 と して,付 加環化反応 によりbicyclo[3.1.1]骨格 を構築 し,様 々な官能基変換 を
経 由 して,9工 程 で(Z)沼 κo一α一bergamotenalの合成 に成功 している。得 られた合成品 と天然物 の
NMRスペ ク トルを比較することによ り構造 を確定 している。合成 の過程で,同 一の骨格 を持つ化合物の
これまでの合成の報告 には記載 されていない新規 な二重結合の転位反応 を見 出 し,反 応条件に よっては
そのような転位反応が起 こることを明 らかに してい る。
以上,本 研究は,新 規 な基本骨格 を有す るカーバメー ト系除草剤の有 望化合物 を見 出す とともに,ト
ゲシラホシカメムシの性 フェロモ ンの合成 を完成するこ とにより推定構造 を確定 した もめであ り,有 機
化学お よび生物制御化学分野におい て高 く評価 される。 よって審査員一同は,本 論文 を博士(農 学)の
学位 を授与す るに値 する もの と判断 した。
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